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第７回通常総会開催 

２０年度事業計画決定 

日本筆記具工業会は５月１５日午後５時から

東京上野の精養軒で第７回通常総会を開催し、

平成１９年度事業報告と収支決算、並びに２０

年度事業計画と収支予算を原案通り承認しま

した。   
 
石川真一会長 
昨年開催された第６回通常総会で会長に就

任しまして早１年が過ぎました。この間、工業
会の活動は副会長の皆さんのご支援と各委員
のご努力でつつがなく進行し成果をあげてお
ります。各位のご協力に御礼申し上げます。 
さて会長就任時、私はとくに東アジアの脅威

を危惧して「攻めの姿勢」で行きたいと申仕上
げまして３つの方針を打ち出しました。 
そのひとつは「ビジネスで交流する」です。

本工業会は日本屈指の総合メーカーと部品メ
ーカーが集結していますので、このメンバーが
交流を深め技術情報を開示することでビジネ
スがいっそう活性化すると考えました。 
二つ目は「価値の創造」です。高い技術力を

基礎に筆記具の付加価値を想像する活動を推
進したいと考えました。 
三つ目は「書育のすゝめ」と呼びましたが、

書くことは素晴らしいことだと思ってもらえ
るような手書き啓蒙活動を会員各位の協力で
やっていきたいと考えたのでした。 
１年を経てその進捗状況をご報告いたしま

す。ビジネス交流につきましては「ＪＷＩＭＡ
技術交流会」という催事として実を結ぶことが
できました。約１０社の部品メーカーさんの協
力をいただいたき６月に第一回交流会を実施
いたします。 
付加価値創造につきましては、私は事業領域

を示唆したにとどまりますが、各社の最近の新
製品を見ていますと一味違う新しい価値が多
く見受けられ、価格競争と一線を画す独自の進
展を遂げている様子に満足しております。 
最後の手書き啓蒙活動につきましては山を

動かそうという壮大な計画でありますので

早々に成果を報告することはできませんが、こ
の考えに副会長のみなさん賛同をくださって
いて活動のコンセプトも提示させていただき
ましたので、腰を据えて推進していきたいと考
えております。 
余すところ会長任期は１ヵ年となりました

が掲げました３つの方針に励んでまいります
ので、どうか皆様のご協力をお願いいたします。 
 
 
堀江圭馬筆頭副会長 
石川会長が打ち出された３つの方針で本工

業会はますます盛んな活動を行っております
が、中でも「書育のすゝめ」はＩＴ化が伸展す
るこの時代にとても重要なテーマだと思って
います。 
ことしの春のことです。米国のケーブルテレ

ビＨＢＯが合衆国第二代大統領で筆まめな方
として語り継がれているジョン・アダムス氏に
スポットをあてた番組を作成しました。クライ
アントは米国郵政公社で、この番組は「（ｅ
-mailではなく）心を伝える手紙をもっと書こ
う！」というプロモーションに連動していたの
だそうです。番組放送を皮切りに全米の郵便局
とＨＢＯのオフィス、またテレビや専用サイト
で郵送料無料のグリーティングカードを配布
し、ペンで手紙を書くきっかけを提供しました。
このプロモーションは全米のメディアにも注
目され成功をおさめたそうです。 
こうした例にならってＪＷＩＭＡ会員も一

致団結して「手書きの楽しさ」をアピールして
いきたいと思っている次第です。本会のますま
すの発展を祈念しております。
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技術交流会開催 
第１回２００８ＪＷＩＭＡ技術交流会  ２００名が来場して６月１１日実施 
＜来場者アンケートから＞ 

 
 
会員同士のビジネス交流を目的に「ＪＷＩＭＡ 技術交
流会」が開催されました。この事業は石川会長が打ち出し

た３つ工業会方針のひとつです。 
「第一回 ２００８ＪＷＩＭＡ 技術交流会」は６月
１１日、東京文具健保会館５階ホールで２００名の会員関

係者、業界紙を集めて開催しました。 
開会の挨拶に立った石川会長は「ホンネで付き合う工業

会に、それが技術交流会です。ここから新しい出会いと、

ビジネスチャンスが開かれることを祈っています」と挨拶、

事務局の案内で｢交流｣がスタートしました。 
 

 
  

 
 
 
 

 
 
 

技術のサプライサイドにあたる出展社は１０社 

① 司フエルト株式会社 筆記具用ペン芯等のメーカー 

② 株式会社太平 トランスファープレスマシン加工、シャーペンシルメカニズムのメーカー

③ 株式会社千年 シャープペンシル用芯、替芯のメーカー 

④ ヒノデワシ株式会社 消しゴム等樹脂加工のメーカー 

⑤ 株式会社守屋彫刻工芸 表面加工、柄付の加工業 

⑥ オーベックス株式会社 ペン先メーカー 

⑦ オリエンタル産業株式会社 鉛筆芯・色芯のメーカー 

⑧ 岩崎金属工業株式会社 金属表面処理も印刷等の加工業 

⑨ テイボー株式会社 複合素材、マーキングペン先メーカー 

⑩ 東京金属工業株式会社 ペンクリップ、リング等の加工業 

＜来場者アンケートから（抜粋）＞ 

・出来ればＩＳＯＴの開催週に実施してもらいたい。 

・技術講演などを検討してもらいたい。 

・新規開拓できるようなメーカーをお願いしたい。 

・文具業界で利用できる技術、たとえば立体印刷の方々も声

をかけたらよいと思う。 
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ゲルインキボールペンのＪＩＳが 
国際規格としていよいよ制定されます 
０８年９月予定     国際標準提案事業委員会 委員長 西本洋二氏報告 

（１）EWIMA Technical Subcommittee : 
２００８年１月２５日(金)午後開催 
会場は、例年どおり Frankfurt Messe : 

Paperworld 会場内の”effect”でした。議題のト
ップに日本からのゲルインキボールペン国際

提案を配してくれ、｢ゲルインキボールペン国

際提案の現状｣と題して、プレゼンテーション

を行いました。 

今日までの流れとして、２００６年１１月

２３日に ISO/CD 27668-1 and –2として作業
計画に登録されたこと、２００７年１月２７日

に ISO/TC 10/WG 18: Drawing and writing 
instruments の設置が承認されたこと、２００
７年５月２３日に第１回のWG 18会議をアメ
リカ・オーランドで開催し Part 1 を CD 投票
にかけることを決議したこと、２００７年８月

６日から Part 1 の CD 投票が開始され１１月
８日に締め切られた結果、無事反対票ゼロで承

認されたこと(P メンバー２０カ国中、投票国
１５、賛成１１、反対０、棄権４)を報告しま

した。 

 その結果として、２００８年１月４日に６月

４日締め切りで ISO/DIS 27668-1, Gel ink ball 
pens and refills – Part 1: General use 及び
ISO/DIS 27668-2, Gel ink ball pens and refills 
– Part 2: Documentary useとして DIS投票に
かけられたことを報告し、Pメンバー国各国の
National Mirror Committee に賛成票を投ずる
よう働きかけるよう要請しました。また、DIS
投票が反対票ゼロで承認された場合、FDIS投
票を省略して規格が直接発行されることも報

告しまし

た。 

この間、

水面下で

は Draft
の図につ

い て

ISO/CS(
中央事務

局 )から

電子ファイル提出の要請があり、JWIMA とし
てボールペン部会、国際標準提案事業委員会を

重ね対応してきました。委員皆様の総力で DIS
投票締め切り以降の対応が着々と進みました。 

 
 
（２）ISO/TC 10/WG 18 meeting on May 22, 
2008 in Zurich, Switzerland 

DIS 投票の５ヶ月の期間は過ぎていきます
が、その間 ISO/TC 10事務局の Radhe氏に何
度か投票状況を問い合わせても、彼にはアクセ

スする権限が与えられていないので、皆目つか

めない状況でした。 
チューリッヒでの ISO/TC 10/WG 18の会議
は、５月１６日～２３日の ISO/TC 10 会議の
日程中５月２２日の午前に、スイス規格協会 
(SNV)のすぐ近くのスイス機械技術者協会 
(SWISSMEM)で開催されました。出席者は日
本から西本洋二 (convener)、塩井恵子氏
(expert)の２名、英国から Miss Sarah Kelley 
(expert, BSI)、Mr. Mike Hayes (capt*, BSI)の
２名、スウェーデンから Mr. Sven Radhe 
(expert, secretary of TC 10)の計５名=写真=で
した。 
議題は、DIS 投票締め切り後に備えて

ISO/DIS 27668-1, ISO/DIS 27668-2の Draftの
最終確認と BS 7272-1:2000の改正に伴う ISO 
11540の改正の２件でした。開会宣言、自己紹
介の後、前回議事録、今回の議題の承認を行い
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議事に入りました。ISO/DIS 27668-1につい
ては、本文５ページの図と表について、図に表

を含めるか分離するかを審議し、含めることと

しました。また、図と表の編集上の誤りを訂正

する審議を行い、これらの結果を中央事務局に

送ることを決めました。ISO/DIS 27668-2につ
いては、変更・修正の必要がないことを確認し

ました。 
 ISO 11540の改正に関しては、Mr. Hayesに
BS 7272-1の改正の背景・経緯等を説明しても
らい、英国側の考え方を確認しました。英国と

しては、ISO 11540の定期見直しが本年である
ことから、その投票時に改正の意見を提出した

いとのことでした。また、CENに対して EN 
ISOとしての制定意見書を提出するとのこと
でした。同時に BS 7272-2 (end closure)の改
正も行われたが、これを ISOに対して新規提
案(NWIP)したいとの意向でした。 
翌５月２３日、ISO/TC 10 Plenary meeting
が開催されWG 18の審議結果を報告し、承認
されました。 

（３）ＤＩＳ投票の結果 
今年６月４日に締め切られた DIS投票結果

が６月６日に ISO/Livelinkに掲載されました。
２件とも無事反対票ゼロでの 100%の承認で
した。内訳は２件とも Pメンバー２０ヶ国の
うち、賛成１４、反対０、棄権６です。Oメン
バー３ヶ国の賛成もありました。 
 DIS投票に反対票が投じられなかった場合
は、FDIS投票を省略して直接発行を進めるこ
とになっています。フランス語翻訳の有無等に

よって変わりますが、早ければ９月頃に発行さ

れる可能性があります。 

 
 

 
 

4 
筆記離れが進んでいます。ＩＴ情

報技術が「手書き」の多くを奪っ

ていっています。しかし、その便

利さと引き換えに、私たちはたい

へん大きなもの大切なものを失っ 
ています。そのひと

つが｢育み」です。

「書く・描く」とい

う行為は思考する

ことの源だといわ

れています。子ども

たちに手書きを奨

励することは、この

国の文化を育むこ

とでもあります。つ

まり書は育みです。

筆記具の担い手で

あるメーカーが集

うＪＷＩＭＡの会

員が協力しあって、

「書育」を奨励して

いこうではありま

せんか。  
会長・石川真一 
書育のすゝめ 
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寸劇実演で模倣の実態と対策をアピール ＩＳＯＴ２００８ 
(社)全日本文具協会とＪＷＩＭＡ知的財産部会が協同実施 
 
 
経済産業省、社団法人全日本文具協会とＪＷＩＭ

Ａ知的財産部会は協同して、ＩＳＯＴ２００８の

第２日目の７月１０日（木）に模倣品対策セミナ

ー「はじめての海外模倣品対策」を開催します。

共催による模倣品セミナーは今回で５回目、高い

評価をいただいています。 

ＩＳＯＴ２００８ 特別セミナー 

「模倣品対策セミナー」開催のご案内 

テーマ 「はじめての海外模倣品対策」 

タイトル 「ドアを開けて突入だ！」 

日 時 
２００８年７月１０日(木) 

１４:００～１６:３０ 

会場 
東京ビッグサイト 東３展示ホール 

主催事務局室 特設セミナー室 

参加料 無 料 (定員８０名・先着順で締切) 

主 催 
(社)全日本文具協会 

日本筆記具工業会 

難しく深刻な模倣問題をわかりやすく明快にア

ピールするために昨年から実施した寸劇による

セミナー形式は好評をいただき、今回も劇団俳優

さんによるお芝居の形式で模倣の実態と対策の

重要性を訴えます。加えて今年は知的財産権問題

に明るい特別解説者をお呼びしています。 
今回のテーマは、海外で自社製品の模倣品が発見

されたときの対応から解決までのプロセスです。

ＪＷＩＭＡの全会員が遭遇する危険性のあるひ

っ迫した問題です。ご参加をお待ちしています。

参加費無料です。 
 
 
●コーディネーター 

７月１０日（木）午後２時開始 

ＩＳＯＴ東３展示ホールにて 
秋山 守雄 氏  
(ゼブラ ㈱ 研究本部 知的財産部長・ＩＳＯＴ模倣品対策プロジ
ェクトチームリーダー ) 

参加申込方法は、 所定の｢参加申込書｣に必要事
項をご記入のうえ、ＦＡＸまたは郵送によりお申込下

さい。｢参加申込書｣には、３名までご記入できます

が、参加申込者多数の場合には調整させていただく

場合もありますのでご了承下さい。 
 
 
 
２００７年のセミナーから 

 
●特別解説者 
知的財産権問題において行政、国際特許事務所、
団体等でご活躍の方々（順不同）  
分部 悠介 氏 
（経済産業省 製造産業局 模倣対策 通商室 弁護士） 
吉岡   孝 氏 
（前経済産業省 特許庁 国際課 課長補佐 模倣品対策班長、 
現在は経済産業省 通商政策局 通商機構部 参事官補佐） 
井守 秀一 氏 
(東京税関 業務部 総括知的財産調査官) 
水野  清 氏 
(コスモ国際特許事務所、上海コスモ商標事務所 所長 弁理士) 
坂上  誠 氏 
(日本貿易振興機構 在外企業支援 知的財産部 知的財産課)  
 
●出演俳優 
中野博文さん、菅 真紀さん、神谷奈々江さん 
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２０年第１第２四半期委員会・部会活動報告
総務 関係＞ 

．２４ 総務委員会（H19年度 第 4回） 
・H19年度決算見通しならびに H20年度予
算案について 
・2008JWIMA技術交流会について 
．９ 総務委員会（H20年度 第 1回） 
・H20年度第 1回理事会ならびに第 7回通
常総会上程案について 

・「書育」コンセプトについて 
．１９ 総務委員会（平成 20年度 第 2回） 
・優良工場見学会開催について 
・会員研修会開催について 
・第 5回ゴルフコンペ開催について 
・年末講演会・懇親会開催について 
・「書育」啓蒙活動について 

調査研究・広報 関係＞ 

．２４ 調査研究・広報委員会（H19年度第 3回） 
・2008JWIMA技術交流会企画案について 
． １ 技術交流会打合せ（出展案内 他） 
．２９ 技術交流会打合せ（申込状況確認、説明会）  
．１４ 出展社説明会 開催 
．３０ 技術交流会打合せ（会場設営、当日運営 他）  

流通 関係＞ 

．２６ 流通小委員会（H20年度 第 1回） 
・エコマーク等カタログ表記について 
・その他 
．５ お客様相談窓口連絡会（H19年度 第 6回）  
・各社のお客様対応事例について 
・C-files（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ）作成について 
．１０ お客様相談窓口連絡会（H18年度 第 4回）  
・各社のお客様対応事例について 
・タイプ別クレーマー対応策について 
・Ｈ19年度活動計画の検討 

技術国際 関係＞ 

．１６ ボールペン部会（H19年度 第2回） 
・ゲルインキボールペン ISO提案の経過報
告について 

・Part 1 Draft 図面修正の検討 など 
．２５ マーキングペン部会（H19年度 第 2回）  
・業界基準公開に関するWTO/TBT協定へ
の対応について 

・ホワイトボードの板面材質に関する解析つい
て 

．１９ マーキングペン部会（H19年度 第 4回）  
・業界基準公開のための日本規格協会提出書
類について 

・低価格品ホワイトボードの表面材質につい
て 

・REACH規制に関する勉強会 

３．２１ 技術国際委員会（H19年度 第2回）  
・各部会 H19年度下期活動報告ならびに

H20年度活動計画について 
・H19年度国際標準提案事業委員会報告に
ついて 

４．２４ マーキングペン部会（H20年度 第 1回）  
・ISO 11540（キャップの安全要件）改正に
関する検討 

５．２２ ボールペン部会（H20年度 第1回） 
・JIS S 6061「ゲルインキボールペン及びそ
のレフィル」の 5年見直しについて 

６．２ 製品安全小委員会（H20年度 第 1回） 
・改正食品衛生法について 
・REACH規制に関する情報交換について 
６．２０ マーキングペン部会（H20年度 第 2回）  
・BS 7272-1,-2 の改正状況について 
・全国黒板連盟総会出張報告 
・一般白板用マーキングペンの基準について 

 
 
＜ＪＩＳ改正 関係＞ 
 
３．３ シャープペンシル JIS本委員会（H19年度 第 2回）  
・JIS S 6013（シャープペンシル）の改正原
案について 

４．７ シャープペンシル JIS分科会（H20年度 第 1回）  
・JIS S 6013（シャープペンシル）改正原案
について 

4/17～30 シャープペンシルJIS電子ﾒｰﾙ会議 
5/ 7～ 9 シャープペンシルJIS電子ﾒｰﾙ会議 
5/12～16 シャープペンシルJIS電子ﾒｰﾙ会議 
 
 
＜国際規格適正化事業 関係＞ 
 
２．１３ 国際標準提案事業委員会（H19年度 第 2回）  
・Draft図面対応の経過報告ならびに DIS
投票について 

・ISO規格制定のスケジュールについて 
 
 
＜全文協との共催 関係＞ 
 
２．７ G購入法についての合同意見交換会  
２．８ 知財プロジェクトリーダー会議 
３．２５ 知財プロジェクトリーダー会議 
４．２５ 合同知的財産部会ならびに CCPIT訪日歓迎交歓会  
・ISOT 2008 における模倣品対策活動につ
いて 

・中国国際貿易促進委員会との情報交換会 
  

 
（以上）

6 
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知育玩具も「指定おもちゃ」に。 
筆記具の扱いはどうなるか 
食品衛生法施行規則改正報告      事務局 
 
本年４月、食品衛生法施行規則が改正されま

した。これは、近年の多様化したおもちゃに対

応できるよう「指定おもちゃ」の範囲を拡大し、

おもちゃに関する安全基準の国際整合を図る

ことをねらいとしたもので、特に、昨今問題と

なった子供用アクセサリー玩具や輸入玩具の

鉛含有の問題等にも対応できるよう規制強化

を行ったものでした。 
その中で今回、「知育玩具」が「指定おもち

ゃ」に取り上げられており、業界としても遊び

心を持った筆記具の取り扱いが気になるとこ

ろでした。「キャラクター柄の鉛筆」、「マスコ

ットの付いたボールペン」、「幼児用のカラーペ

ン」、これらは知育玩具として取扱われるのか

どうか。このあたりを 厚生労働省 食品安全部 
基準審査課 に尋ねてみました。 
  
まず、玩具に該当するかどうか判断するには、 
１．遊ぶことを目的としてつくられたもので

あるかどうかを判断する必要がある。 
玩具のうち、食品衛生法の規制の対象となるに

は 
２．食品衛生法施行規則第７８条に列挙されて

いる指定おもちゃのいずれかに該当すること

が最低限必要であるが、このほか、 
３．乳幼児（６歳未満）を対象としたものであ

るかどうか 
４．口に入れる可能性があるかどうか 
も判断の基準となる。これらの要件が揃った場

合、対象と見なすことになる。 

では、筆記具でいうと 
●キャラクター柄が付いている⇒これだけの

理由で玩具とは見なさない。 
●マスコットが付いている⇒本来の機能が筆

記具であれば「文房具」と見なす。 
ただし、その部分を取り外して単独でおもち

ゃとして遊ぶことができるように設計・製造さ

れている場合は、その部分は「玩具」と見なす。

（通常のキーホルダーや携帯ストラップ的な

ものは、「雑貨」になるので対象外） 
また、例えば、マスコット部分が電動式で光

ったり、音が出たり、動いたり、占いが出たり

して単なる雑貨ではなく、遊ぶ目的で設計・製

造されている場合は、玩具と見なされる。 
● 幼児向けのもの⇒形状、寸法、柄が幼児向 
けであっても、本来筆記具として作られその機

能を持つものは、「文房具」と見なし、あえて

知育玩具とはしない。 
EN71の玩具安全基準に基づき、これに CE
マークが付いていたとしても、これだけで知育

玩具とは見なさない。 
●その他⇒「対象年齢６歳以上」という表示は

ある程度有効であるが、表示と中身の乖離があ

る場合は、中身で判断される。 
 
今回の改正では、筆記具はもともと対象とし

ておらず、主に子供用アクセサリー玩具や輸入

玩具の鉛問題に焦点を当てたものであった。 
しかしながら、玩具安全基準の国際整合とい

う観点で見れば、EN71にはフィンガーペイン
ト（指で軌跡を残して遊ぶもの）なども対象

となっており、玩具として分類することが適

当な筆記具類については、次回以降の改正（時

期未定）で、別枠で取り上げられる可能性が

大きいと考えられる。

7 

 

お知らせ 
現在、総務委員会では今年の秋冬にかけての工業会行事を企画検討しています。まだ、具体

的に案内できる段階まで煮詰まっていませんが、おおよそ次のような日程で開催する予定で

す。（企画が具体化したものからご案内させていただきます）ご期待ください。 

９ 月１３日  第５回会員親睦ゴルフコンペ 

１０ 月２１日  優良工場見学会 

１１ 月１２日  会員研修会 

１２ 月２日  年末講演会・懇親会 

※日程および内容については決定次第、工業会ホームページに掲載します。 
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２００７年の出荷･輸入・輸出 =年間= 

8 

繊維・生活用品統計（旧雑貨統計）より （国内向け販売と輸出向け販売を含む） 

２００７年間 ２００６年間 前年変動率 出 荷  
数量（千本） 金額（百万円） 数量（千本） 金額（百万円） 数量％ 金額％ 

ボールペン(油性） 483,173 28,642 453,080 26,624 6.6% 7.6%
ボールペン(水性） 905,039 37,855 807,607 34,326 12.1% 10.3%
マーキングペン 782,695 38,327 757,309 37,388 3.4% 2.5%
シャープペンシル 195,672 16,618 203,809 16,338 -4.0% 1.7%
鉛筆 ＝数量単位：グロス＝ 2,264,254 7,418 2,578,296 8,109 -12.2% -8.5%
シャープしん 3,385,995 5,428 3,215,524 5,188 5.3% 4.6%
修正液 40,689 3,495 41,491 3,597 -1.9% -2.8%
修正テープ 83,991 6,925 81,235 6,984 3.4% -0.8%
クレヨン・パス 102,021 1,740 99,250 1,652 2.8% 5.3%
水彩絵の具 54,277 2,425 57,818 2,557 -6.1% -5.2%
    148,873   142,763   4.3%
       

日本貿易統計より       

２００７年間 ２００６年間 前年変動率 輸 出  
数量（千本） 金額（百万円） 数量（千本） 金額（百万円） 数量％ 金額％ 

ボールペン(油性) 216,722 8,190 191,343 7,251 13.3% 13.0%
ボールペン(水性) 756,085 35,127 727,314 32,783 4.0% 7.2%
マーキングペン 323,651 13,982 299,084 12,564 8.2% 11.3%
シャープペンシル 128,106 7,383 127,804 6,812 0.2% 8.4%
万年筆 4,704 915 9,937 922 -52.7% -0.8%
製図用ペン 45,552 1,983 37,440 2,578 21.7% -23.1%
以上のセット品 680 142 1,483 221 -54.2% -35.8%
黒芯鉛筆 ＝数量単位：グロス＝ 112,221 218 103,281 184 8.7% 18.8%
色芯鉛筆 ＝数量単位：グロス＝ 25,019 111 24,699 98 1.3% 13.3%
ボールペン用中芯 241,345 3,594 236,475 3,337 2.1% 7.7%
ﾏｰｷﾝｸﾞﾍﾟﾝ用ﾍﾟﾝ先･ﾆﾌﾞﾎﾟｲﾝﾄ 4,938,325 7,890 4,217,579 7,643 17.1% 3.2%
シャープ部品･付属品 178,400 1,062 189,133 870 -5.7% 22.0%
万年筆・ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝの部分品 1,877,851 4,918 1,822,129 4,651 3.1% 5.7%
シャープしん（鉛筆しん含む） 482,356 2,632 487,659 2,273 -1.1% 15.8%
クレヨン・パス 139,694 417 106,893 320 30.7% 30.2%
    86,583   79,933   8.3%
       
日本貿易統計より       

２００７年間 ２００６年間 前年変動率 輸 入  
数量（千本） 金額（百万円） 数量（千本） 金額（百万円） 数量％ 金額％ 

ボールペン 264,770 8,683 271,586 8,235 -2.5% 5.4%
マーキングペン 189,136 3,780 186,361 3,456 1.5% 9.4%
シャープペンシル 50,928 1,609 45,085 1,493 13.0% 7.8%
万年筆 2,822 1,616 1,826 1,537 54.5% 5.1%
製図用ペン 24 18 2 5 1100.0% 268.7%
セット品 1,391 104 1,491 147 -6.7% -29.0%
黒芯鉛筆 ＝数量単位：ｋｇ＝ 607,477 602 774,786 761 -21.6% -20.9%
色芯鉛筆 ＝数量単位：ｋｇ＝ 1,656,486 1,434 1,432,342 1,317 15.6% 8.9%
ボールペン用中しん 25,343 237 31,551 336 -19.7% -29.3%
ﾍﾟﾝ先及びﾆﾌﾞﾎﾟｲﾝﾄ 83,984 318 85,616 330 -1.9% -3.6%
ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ又はｼｬｰﾌﾟの部品･付属品 1,270,912 3,194 1,300,728 3,121 -2.3% 2.3%
ペン軸、その他の部分品 181,632 349 138,766 259 30.9% 34.7%
しん 533,521 641 415,306 453 28.5% 41.6%
パステル・チョーク 1,497,418 713 1,457,057 653 2.8% 9.2%
    23,299   22,101   5.4%
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平成２０年度においては

款第４条（事業）に基づ

る。 
(1) 筆記具とその関連
易統計の調査及び研

(2) 筆記具とその関連
査研究 

(3) 筆記具とその関連
権の調査研究 

(4) 筆記具とその関連
問題に関する調査研

(5) 筆記具とその関連
との交流と情報の交

(6) 関係機関及び関係
協調 

(7) その他必要な事業
 
前各号の事業を企画推進

た各委員会の平成 20年
 
（１）総務委員会 
1. 本工業会の組織活動
会促進を図る。 

2. 組織の運営とその年
・ 通常総会   5月
・ 会員懇親会 12月
・ 理事会 原則とし
時)、10月、12月 

・ 委員会 原則とし
要に応じて、委員長

もある) 
3. 会員の相互交流を深
会（通常総会時、年末

優良工場見学会、会員

等の企画・運営を行う

4. 行政官庁との緊密な
・ 会員へのオフィシ

5. 会員の福利厚生に資
含む) 

6. 予算の立案・執行と
理をする。 

 
（２）流通委員会 
1. 適正な販売と流通秩
行う。  
・価格問題、カタログ
平成２０年度ＪＷＩＭＡ事業計画 
自平成２０年４月１日－至平成２１年３月３１日 
日本筆記具工業会定

き以下の事業を実施す

製品の生産統計と貿 
究 
製品の内外規格の調 

製品の内外知的財産 

製品の安全及び環境

究 
製品の外国関連団体

換 
団体との連絡折衝と

 

するために設置され

度の活動計画 

の基盤である会員の入

間計画の立案を行う。 
開催 
開催 
て 4月、5月(通常総会
の 4回 
て 3月、9月(但し、必
が召集し開催すること

める機会としての懇親

講演会時、その他）、

研修会、講習･講演会

。 
連絡と折衝を行う。 
ャル情報提供 
する業務を行う。(慶弔

決算に関する業務の管

序に関する調査研究を

等への協賛金問題の調 

 
査研究 

・その他の流通に関する問題等については、

必要に応じて対応する。 
2. お客様相談窓口連絡会 
・お客様相談窓口担当者による情報交換会を

定期的に開催する。 
・お客様対応事例の研究を行う。（ex.お客様
対応事例集にまとめる。） 

・お客様への商品知識等啓蒙を行う。 
 
（３）調査研究・広報委員会 
1. 国内の筆記具統計資料の収集と会員への情
報提供をする。（生活用品統計、貿易統計等） 
対アメリカ、対中国の輸出・輸入データを会

員専用ページに掲載し情報提供する。(月次、
年次データ) 

2. 海外の筆記具統計資料を会員への情報提供
をする。（WIMA、EWIMA等、海外筆記 
具工業団体との情報交換により統計資料を

入手する。） 
3. 本工業会独自の調査資料を会員へ情報提供
をする。 
・海外の筆記具市場に関する調査（中国・ア

メリカの貿易統計等） 
4. 会員相互の情報発信手段として「インター
ネット」の活用充実を図る。 
・筆記具お役立ち情報等、HP発信情報のメ
ンテナンス 

・HPを流通やユーザーに PRし、本工業会
の認知度アップを図る 

5. JWIMA通信の活用度を高める。 
・Eメール配信による配布効率の向上 
・タイムリーな発行；年 3回（ 1/1 , 6/1 , 

11/1 ） 
6. 会員・委員会・部会名簿を作成し関係者に
配布する。 

 
（４）技術・国際委員会 
1. 工業標準化に関する活動を行う。 
① 工業標準化に関する情報収集と提供（新

JISマーク制度等） 
② JIS原案作成及び改正作業及び 12条申
請の是非についての検討 

・JIS S 6013:2002シャープペンシルの改正
原案作成作業 

・JIS S 6061:2005ゲルインキボールペン及

9 
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びレフィルの改正原案作成作業 
・その他 
③ JIS S 6037:2006 マーキングペンの課題
検討（色名表示、安全キャップ、直液式マ

ーキングペン規格化、筆記試験機の標準化

の検討） 
④ホワイトボードマーカーの業界基準の運

用について 
⑤JNLA（工業標準化法に基づく試験事業者
認定制度）生活用品分野（文房具）技術分

科会の筆記具に関する事項 
2. 国際規格等（ISO・EN・BS・DIN・NF・

ASTM・SANS）に関する活動を行う。 
・国際規格に関する情報収集と提供 
・ISO/TC10/WG18に係る規格作成及び改正
に関する審議及び提案 

・ゲルインキボールペンの ISO規格制定に
向けてのWG18の活動支援 

・ISO/TC10国内対策委員会への参画 
・国際規格適正化／共同開発合同本委員会へ

の参画 
3. PL（製造物責任）法に関する調査研究 
・クレーム分析と技術的対応 
・表示（使用上の注意等）の問題 

4. 安全性・環境への配慮に関する調査研究 
・国内の法令に関する情報収集と提供 
・国内の環境マークに関する調査研究（エコ

マーク関連等） 
・海外の安全・有害物規制に関する情報の収

集・提供と日本からの発信 
REACH（化学品の登録・評価・認可・制
限）関連、BS 7272-1（キャップの安全要
件）、BS 7272-2（尾栓規格）、EN71-9, 
EN71-10, EN71-11: “Organic Chemical 
Compounds in Toys” 等 

5. 技術及び品質の向上に関する活動 
・会員の技術向上に関する研修会の実施 
・品質向上に関する調査研究（試験方法、評

価方法及び試験機器、測定機器の統一等） 
6. 知的財産権に関する調査研究 
・主に、中国模倣品問題に関する調査及び対

応 
(社)全日本文具協会が主導し、日本筆記具
工業会がこれに協力する体勢で活動。 
模倣品対策情報の共有化、中国冒認意匠登

録（なりすまし出願）ウォッチングの検討、

中国制筆協会との共同声明に関する具体

的活用方法の PRと今後の対応方法の検
討、アジア地区協会の調査研究、

ISOT2008における知的財産活動 
・知的財産権に関する会員への啓蒙と情報提

供 
7. 各部会に関する活動 
8. その他 ㈶日本文化用品安全試験所に関す 
る事項 

（以上） 
 
【用語の解説】 
 
国際規格等 
ＩＳＯ International Organization for 

Standardization/ 国際標準化機構 
ＥＮ Euro Normale/ 欧州規格 
ＢＳ British Standards/ 英国規格 
 
ＤＩＮ Deutsches Institut fur Normung/ ドイツ

規格協会（ＤＩＮ規格はDeutsche Normと標
記される。） 

ＮＦ  Normes Francaises/ フランス国家規格 
ＡＳＴＭ American Society for Testing and 

Materials/ 米国試験材料協会  
ＳＡＮＳ South African National Standards/ 南ア

フリカ共和国規格(局) 
 
日・米・欧の工業会 
ＪＷＩＭＡ Japan Writing Instruments  

Manufacturers Association/ 日本筆記具
工業会 

ＷＩＭＡ  Writing Instrument Manufacturers  
Association/米国筆記具工業会 

ＥＷＩＭＡ European Writing Instrument  
Manufacturer’s Association/欧州筆記具 
工業会 

ＥＰＭＡ  European Pencils Manufacturers’  
Association/ 欧州鉛筆工業会 

ＩＳＺ  Industrieverband Schreiben Zeichnen 
kreatives Gestalten E.V.／ 筆記、製図
及び創作工芸用品工業会（ドイツ） 

 
製品別規格等 
ＢＳ７２７２－１  英国規格「筆記具及びマーキングペ

ン用の安全キャップの仕様書」 
ＢＳ７２７２－２  英国規格「筆記具及びマーキングペ

ンの尾栓の仕様書」 
ＥＮ７１－９     玩具に含まれる有機化合物（要求事

項） 
ＥＮ７１－１０   玩具に含まれる有機化合物（サンプ

ルの準備と手順の抜粋） 
ＥＮ７１－１１   玩具に含まれる有機化合物（分析方

法） 
Michler's Keton   インキに使用する染料に残存する

発癌性のおそれのあるケトン 
ＴＣ１０  ISOの Technical Committee 10(技術委員

会)→ISO/TC10 Technical drawings 
product definition and documentation/
製図製品の規定と関連文書” 

ＳＣ９   ISO/TC10の Subcommittee 9(技術小委 
員会)→ISO/TC10/SC9 Media and  
equipment for drawing and related  
documentation/ 製図機器及び製図用具 
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